
■講座の目的（想定される成果）
成長３分野の内、自動車分野への販路拡販で考えなければならない品質マネジメント規格である

ISO/TS16949が2016年10月に「IATF16949」へ改定となりました。
今後、自動車業界を考える上では改定規格のIATF16949を理解し進めることが重要となります。

■講座概要
自動車分野への販路拡大を考える場合、その品質マネジメント規格を

知ったうえで、自社の特徴を生かしながらどの様に進めて行くのか、戦略を
考え実践する必要が有ります。
本講座では、2016年10月にISO/TS16949からIATF16949に改定

となった改訂規格要求事項、旧規格との差分、認証取得維持ルール
Ver.5等の概要説明、及び移行スケジュールなどを解説します。
併せて認証取得でどの様なメリットが有るのか概要も説明いたします。

※2017年５月頃に「IATF16949基礎講座」として、IATF16949規格要求事項、
ISO9001:2015規格要求事項、旧規格との差 などの詳細の解説を行う講座を実施予定です。

■受講対象者
・現行ISO/TS16949の知識 と ISO9001:2015の知識のある方
（品質マネジメントシステム認証組織の方：管理責任者・事務局担当者が最適

非認証組織の方：経営層か品質保証部門長の方）

(2016・12)

講 座 の 内 容概 要

IATF16949 規格解説入門講座
～ ISO/TS16949 から IATF16949 への改定内容を説明します ～

鳥取県戦略産業雇用創造プロジェクト CMX-Ⅱ

１．改定規格：IATF16949の概要説明
・旧規格との差分含め解説
・ISO9001:2015とIATF16949の
関連を説明

２．IATF 認証取得・維持ルール(Ver.5)の
概要説明

３．IATF16949移行スケジュール
・これから認証取得を進める場合旧規格と
新規格のどちらで進めればよいのか？

４．TS認証取得のメリット概要
５．質疑応答
６．アンケート

■日程： ２０１７年 ３月 ２日（木）
■時間： １３時３０分～17時００分
■会場： 倉吉交流プラザ（第１研修室）

倉吉市駄経寺町187-1（電話：0858-47-1181）
■定員： ３０名(先着順)

※定員を超える場合は一社あたりの出席人数の
調整をお願いする場合があります。

■受講料： 無料 （テキスト代含む）
■お申込み・手続き：

①受講者：受講申込書に必要事項をに記入し、下記連絡先に
ファクシミリで申し込んでください。

②事務局：受講通知を申込書に記載の窓口ご担当者様メール
アドレスへ送信します。

■その他：
お申し込み後、受講者様のご都合によりどうしても受講出来なく
なる場合は、早めに連絡をお願いいたします。

■講習時に用意いただくもの：筆記用具
■主催：鳥取県戦略産業雇用創造プロジェクト推進協議会

《連絡先》
協議会 事務局（鳥取県庁 商工労働部 雇用人材局内）

電話 ：0857-24-0705
ファクシミリ ：0857-24-0706

【 講師 】
定村 章 (さだむら あきら)
・QMS 主任審査員(JRCA A14573)
・ISO/TS16949 規格講習、

内部監査員講習修了(IAOB)
・IATF16949:2016関連講習修了(IATF協賛)

CMX-Ⅱ 共通講座



【3月2日 開催】 『 IATF16949 規格解説入門講座 』 参加申込書
申込〆切 ２月２２日（水）

会 社 名

所 在 地
（〒 － ）

窓口ご担当
ご氏名（ふりがな）： 部署：

役職：

e-mail アドレス： 電話番号：

受講目的
＜会社としてシステム構築を考えている / システムに興味が有る / 顧客要望 / ・・など＞

受講希望者 ご氏名（ふりがな）： 部署：
役職：

ご氏名（ふりがな）： 部署：
役職：

ご氏名（ふりがな）： 部署：
役職：

ご氏名（ふりがな）： 部署：
役職：

お申込み（Fax：0857-24-0706）・お問合せ先
鳥取県戦略産業雇用創造プロジェクト推進協議会 〒680-8570 鳥取市東町一丁目220番地

電話 0857-24-0705 ファクシミリ 0857-24-0706 Eメール roudou-seisaku@pref.tottori.jp 

記載された個人情報は、本事業以外の目的に使用することはありません

※このままファクシミリでお申込ください

講師プロフィール

【定村 章 (さだむら あきら)】
QMS 主任審査員(JRCA A14573)
ISO/TS16949 規格講習、内部監査員講習修了(IAOB)
IATF16949:2016関連講習修了(IATF協賛)

【略歴】
QMS主任審査員。松下電器産業（株）入社後、アルカリ電池、リチウム電池、

ニッケル水素電池でISO9001、QS-9000、ISO/TS16949 の取得から管理業務に携わり、
在職中から社内外の内部監査支援にも参画。
同社退社後、QMS審査と並行し、コンサルティングとして数多くの企業のISO27001、ISO9001、ISO14001、

OHS18001、ISO/TS16949の認証取得などを支援中。


